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日本歯科医学会専門分科会加入

申請書の記入等に係わる留意点

日本歯科医学会事務局に用意されている加入申請書（Ａ４判）に必要事項を簡明に記入して

ください。

1. 学会の沿革

○下記の事項について記入してください。

・学会設立に至る経緯、前身（研究会等）の名称とその期間

・学会設立の趣旨

・学会設立以降の主な活動

2. 専門分科会として加入するための独自性（専門性）と必要性、関連する既加入専門分科

会の名称（加入申請理由）

○下記の事項について記入してください。

・関連する既加入専門分科会の名称

・研究分野が類似している既加入専門分科会との相違点

・専門分科会へ加入する積極的必要性

3. 会員構成

（1） 会員数については、最新の個人会員（一般会員、名誉会員等）の数を記入してくだ

さい。団体会員、賛助会員等は含みません。

（2） 会員構成の『歯科医学研究者』とは、歯科医師ではないが、歯科大学・大学歯学

部や各種の歯科関係研究機関に所属している会員を指します。また、『その他』が

あったら記入してください。

＊会員名簿を添付してください。（会員名簿には、氏名、住所、電話番号、職種、

所属機関等を記載してください。）

4. 組 織

（1） 執行機関

○現在の執行機関について記入してください。

＊現在の会則を添付してください。

＊現在の役員名簿を添付してください。（役員名簿には、役職、氏名、住所、電話

番号、職種、所属機関等を記載してください。）
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5. 学術集会

○最近 5年間に開催した学術大会・総会等の実績を記入してください。

＊最近 5年間に開催した学術大会・総会等のプログラム、事前抄録集等を添付して

ください。

6. 国際交流

○最近 5年間の実績について記入してください。

（1） 貴学会で主催した国際学会について記入してください。

（2） 貴学会が国際学会の支部組織（例：国際○○学会日本部会）となっている場合

は、その国際学会の名称、参加国数、会員数を記入してください。

（3） 研究者の相互交流等貴学会と関連のある国際学会の名称を記入してください。

7. 機関誌の発行

○最近 5年間に発行した機関誌（和・英）の実績を記入してください。

(1）『原著論文等の数』は、「日本歯科医学会専門分科会承認基準ならびに日本歯科医学

会認定分科会登録基準における原著論文等の定義について（第 4回理事会付議･決定、

令和 5年１月 31日）」の規定に基づき、合計数を記入してください。

※最近 5年間に発行した機関誌（和・英）を添付してください。また、原著論文等の論

文目録（エクセルファイル）を作成してください。論文目録は、年（1月～12月）毎

にまとめ、左から第 1コラムに論文の種類（原著論文、総説論文、教育論文、臨床研

究論文）、第 2コラムに論文タイトル、第 3 コラムに筆頭著者名、第 4 コラムに筆頭

著者の所属、第 5 コラムに著者数を記載してください。

※編集委員会名簿を添付してください。

※投稿規定を添付してください。

＊機関誌における論文の種類の判断基準を添付してください。投稿規程に記載がある場

合は別添不要です。

※原著論文等の著者の合計人数を記入してください。また、著者の所属（例：□□大学

△名，△△大学□名）を記入してください。

（2）「専門分科会への加入または認定分科会への登録を申請する専門学会に係る雑誌

（機関誌）掲載論文の審査上の取扱い内規」（第 4回理事会付議・決定、令和 5年１月

31 日）の規定に基づき、貴学会以外の学会等が発行元である雑誌の原著論文等を申請

される場合は、論文目録（エクセルファイル）を作成してください。論文目録は、年

（1月～12月）毎にまとめ、左から第 1コラムに雑誌名（巻、号、ページ、年）、第 2

コラムに論文タイトル、第 3コラムに著者名（全員、会員には下線）、第 4コラムに著

者の所属（英文表記）、第 5コラムに学会活動と特に関連する点を記載してください。

また、当該論文の別刷りあるいは論文コピー各 1部に、貴学会員である著者名に下線等

の印を記して、提出してください。
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8. 経 理

○最近 5年間の会計状況（決算）を記入してください。

＊認定医並びに専門医制度の運用に伴う会計状況は、制度がない場合は記入不要です。

○会費収入について、過年度会費収入があれば、合計を記入してください。

＊予算書、決算書を各々添付してください。

9. その他参考事項

○認定医並びに専門医制度の運用がある場合、同制度について記入してください。

＊認定基準や更新に関する規程を添付してください。

○過去に加入申請したことがある場合、本学会が要望した改善点等に対する取り組み状況

あるいは解決した実態について記入し、必要に応じて関係資料を添付してください。


